職場の人間関係が幼稚園教諭の就労意欲に及ぼす影響―離職との関連について― by 山脇 眞弓






　厚生労働省	（2012）	の報告によると、保育士の平均勤続年数は 7.8 年、勤務年数 5年未































































































QUESTIONNAIRE − UTILITIES 中学生版の質問紙を一部修正し測定することにした。
QUESTIONNAIRE － UTILITIES とは




































































































































タイプD タイプ E 合計
全　体（%） 7.0 44.0 32.0 3.1 4.9 7.0 2.1 1206 校
小学校（%） 9.1 40.1 35.5 0 8.1 6.0 1.2
中学校（%） 7.7 54.1 23.9 0 3.3 7.7 3.3





























































A幼稚園　12 名 B幼稚園　18 名 C幼稚園　18 名
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　日本の保育者は離職率が高く、特に人間関係が要因であるといわれている。
　このような組織内の人間関係に焦点当てた研究を概観すると、集団と個人にお
いて、所属意識・就労意欲・承認感や侵害感などの心理的要因が影響しているこ
とが明らかとされている。しかしながら、これまでの先行研究は、児童や生徒に
焦点を当てたものであり、成人や社会人を対象としたものは見たらない。
　そこで、本研究は、	離職率が高いと言われる保育職　特に幼稚園に焦点を当て、
教員集団の組織の実態と個人の就所属感と就労欲と心理的尺度を用い検証するこ
とにした。
　これまでの先行研究と類似した傾向を示し、	職場集団が、教員組織の及ぼす影
響があることがわかり、その要因が個人の就労意欲や職場における人間関係にも
関連してくることが明確になった。その結果、個人の仕事に対する意識や意欲が
低迷し、その環境で満足感や安心感を得られないと最悪の場合、離職につながる
ことが明らかになった。職場集団や教員組織、個人の就労意欲や所属意識等が離
職に関連している可能性があることが示唆された。
